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鹿児島県立図書館鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。

４月23日（土）から５月12日（木）は「こどもの読書週間」です。それに伴い，県立図書館では
様々な催し物を実施します。この機会に，是非図書館にお越しください！
表彰式・おはなしのじかんスペシャル
日時：４月24日（日）午後２時～午後３時15分
場所：大研修室
内容：・「毎月23日は子どもといっしょに読書の日」ポスター原画コンクール表彰式

・読み聞かせ，指遊び等の楽しいおはなし会
みどりのおはなしのじかん
日時：４月27日（水）：午後３時30分～午後４時

５月７日（土）：午後３時30分～午後４時
５月11日（水）：午後３時30分～午後４時

場所：児童庭園 ※天候により変更する場合あり
児童文化室では，４月23日から５月12日内容：みどりに囲まれた戸外でのおはなし会
までの期間は10冊貸出を行います。おはなしのじかんスタンプラリー

期間：４月23日（土）～５月12日（木）
内容：期間中に実施する「おはなしのじかん」に２回以上参加した方に記念品をプレゼント

レファレンスサービスご存じですか？
本を探したい，何かを調べたい，という時に，図書館職員が一緒に本を探し

たり，紹介したりして利用者のお手伝いをすることを「レファレンスサービス」
といいます。「調査相談」と同じ意味です。県立図書館では，たくさんの本や
図書館機能を活用して，みなさんの「知りたい」や「探したい」などを解決するお手伝いをしてい
ます。一般閲覧室２階カウンターの右横に，「調査相談」と表示されているカウンターがありま
す。そこには，担当の職員が常駐し，県内外のみなさんからの相談を受けています。どうぞ，お気
軽に声を掛けてください。来館できない場合は，電話（県内の方のみ），ファックス，郵便，メー
ルでも受け付けています。

《一般書》４月１５日（金） 《児童書》４月２３日（土）

○『赤崎水曜日郵便局』楠本智郎/編著 KADOKAWA

○『たんぽぽ団地』重松清/著 新潮社

○『心を伝える奄美の伝統料理』泉和子/著 南方新社

○『美味しい櫻』平出眞/編著 旭屋出版

○『震災編集者 』東北のちいさな出版社〈荒蝦夷〉の５年間

土方正志/著 河出書房新社

○『うめじいのたんじょうび』 かがくいひろし/作 講談社

○『チョコちゃんときゅうしょく』 椰月美智子/さく そうえん社

○『たからもの』 井上灯美子/詩 唐沢静/絵 銀の鈴社

○『真田十勇士 ２』 小前亮/作 小峰書店

○『詩の寺子屋』 和合亮一/著 岩波書店



日 月 火 水 木 金 土

４
月

１１ １２ １３★ １４ １５ １６◆

１８ １９ ２０★ ２１ ２２ ２３

２５ ２６ ２７★ ２８ ２９ ３０

５
月

２ ★ ６ ７★

９ １０ １１★ １２ １３ １４

１６ １７ １８★ １９ ２０ ２１◆

○企画展 ４月2３日（土）～５月12日（木）

「『毎月23日は子どもといっしょに読書の日』ポス

ター原画コンクール入賞作品展」

入賞作品の展示を行います。
○児童文化室ミニ展示 ４月23日（土）～５月22日（日）

「そだててみよう！いろいろな植物」

植物がテーマの絵本や，園芸・植物図鑑などを紹
介します。

○一般閲覧室ミニ展示 ４月29日（金）～５月31日（火）

「本で楽しむ『レトロ』」

４月29日は「昭和の日」。古いものや懐かしいも
の，「レトロ」を感じる本を紹介します。

○第１回県立図書館ボランティア活動説明会

５月15日（日） 午後１時～午後４時45分（予定）

099-224-9514問合せ先：奉仕課企画指導係 ℡

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時

※ 児童文化室は19時まで*ヒント*

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時しろくてまるい，にわとりさんの○○○。

休館日。は，

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。★
※４月27日(水)，５月７日(土)･11日(水)は「みどりのおはなしのじかん」

は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。◆
は，一般閲覧室新着図書の日（４月28日,５月13日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（４月23日）。

えほん『ぐりとぐら』なかがわ りえこ/作

おおむら ゆりこ/絵 （福音館書店）からのク
え ふく いん かん し よ てん

イズです。

のねずみの「ぐり」と「ぐら」は，おりょ
うりすること，たべることがだいすき。

あるひ，もりでみつけた○○○をつかっ
て，おおきなカステラをつくります。さて，
ぐりとぐらがみつけた○○○とは，なんだっ
たのでしょうか？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化室
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か しつ

にある箱に，５月１４日（土）までに入れてください。正解
はこ がつ にち ど い せいかい

者のなかから抽 選で２０人にしおりなどのプレゼントを差し
しや ちゆうせん にん さ

上げます。
あ

前回の答えは「トラック」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

今回紹介していただいた宝本は，みやにし たつや/作絵の『おとうさんは

ウルトラマン』（学研） です。

お父さんの子どもに対する愛情がうまく書かれている本です。お父さんは，こんな

にも子どもを愛しているんだよという強いメッセージを読み取ることができる本だと思

います。普段，なかなか父親と一緒に過ごすことができない息子へ，自分のお父さ

んと重ね合わせながら読むことで，外で働く父親の気持ちを理解し，その中にある

愛情を感じ取ることができたと思います。

私たち図書館職員は，利用者の方々の様々な優
しさにふれさせていただいています。児童文化室
で小学生のお子さんが，貸出をする際に，バーコ
ードのついている面を表に向けて本を差し出して
くださることがあります。また，御家族で貸出を
する際に５冊ずつのまとまりごとに利用者カード
を差し出してくださる方もいらっしゃいます。そ
の心遣いが，１冊ずつバーコードを読み込む職員
にとって，とても有り難く感じます。
また，返却の際に声を掛けてくださることもあ

ります。
私たち職員は，利用者の方々の温かいお気持ち

に支えられ元気をいただいています。これからも
利用者の方々にとってより快適で使いや
すい図書館を目指すと共に，温かい心配
りに努めてまいりたいと思っています。


